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令和８年１０月１４日 

 

食農学類生が「ベルグ福島」および「植物ワクチン研究施設」で 
苗生産技術を学ぶ実習を実施します 

 
福島大学食農学類農業生産学コースの３年生は、１０月１３日に川俣町の苗

生産会社「ベルグ福島株式会社」様での実習に引き続き、１０月２６日には同社

に加えて「植物ワクチン研究施設」様で、接ぎ木と苗生産技術に関する実習を行

います。 

野菜生産を取り巻く環境が変化する中、生産者は必要な苗を苗生産会社から

調達する動きが広がっています。こうした状況では、品質のそろった苗を計画的

に供給する体制が、安定生産を支える重要な要素となります。また接ぎ木は、病

害リスクの低減や栽培の安定化に寄与する技術として、現場での活用が進んで

います。 

 ぜひご取材くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

【参加学生】 

食農学類農業生産学コース３年生 ２５名 

 

＜施設見学と接ぎ木結果調査＞ 

【日時】令和８年１０月２６日（月）１３時１０分～１５時頃 

【場所】植物ワクチン研究施設（福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字雁ヶ作）、 

ベルグ福島株式会社（福島県伊達郡川俣町大字羽田宇曽利田１０－１） 

 

※本実習は、ベルグ福島株式会社および公益財団法人福島イノベーション・コ

ースト構想推進機構の支援を受け、川俣町で実施するものです。 

 

※取材をご希望の場合は、下記宛先まで事前にご連絡ください。 

担当者が不在の場合がございますので、できる限りメールでのご連絡をお願い

いたします。 

（お問い合わせ先） 

食農学類・教授 深山 陽子 

電話：024-504-2830 

Mail：y_miyama@agri.fukushima-u.ac.jp 


